
 

４
月
15
日(

火)

、
韓
国
の
山
林

庁
を
は
じ
め
と
す
る
視
察
者
19

人
が
当
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま

し
た
。 

 

朝
鮮
半
島
の
「
白
頭
大
幹
（
白

頭
山
か
ら
智
異
山
に
続
く
１
４

０
０
㌔
を
超
え
る
山
脈
）
」
は
動

植
物
が
調
和
し
た
生
態
系
を
な

し
て
お
り
、
一
行
は
そ
の
生
態
系

の
保
護
と
地
域
住
民
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
屋
久
島
の
事
例
を

参
考
に
す
べ
く
、
３
泊
４
日
の
日

程
で
今
回
屋
久
島
を
訪
れ
た
も

の
で
す
。 

 

一
行
は
、
屋
久
島
の
世
界
自
然

遺
産
地
域
が
行
政
機
関
と
地
域

住
民
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
管

理
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
当

セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
屋
久
島
環
境

文
化
村
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
ヤ

ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
や
屋
久
杉
自
然

館
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
前
田
所
長

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
用
い
日
本

の
世
界
自
然
遺
産
の
現
状
、
屋
久

島
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。 

 

一
行
か
ら
は
、
国
有
林
と
環
境

省
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
？
世
界
自
然
遺
産

と
な
っ
て
課
題
は
あ
る
か
？
な

ど
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

お
わ
り
に
、
視
察
団
を
代
表
し

山
林
庁
の
黄
課
長
か
ら
、
協
力
金

の
制
度
や
シ
カ
ネ
ッ
ト
に
よ
る

対
策
な
ど
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
親
切
な
説

明
あ
り
が
と
う
と
お
礼
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

４
月
25
日
（
金
）
に
福
岡
県
大

野
城
市
議
会
議
員
４
人
が
ヤ
ク

ス
ギ
ラ
ン
ド
の
遊
歩
道
施
設
等

を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

大
野
城
市
に
は
、
市
名
の
由
来

と
な
っ
た
我
が
国
最
古
の
山
城

「
大
野
城
」
や
「
水
城
（
み
ず
き
）
」

の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。 

 

西
暦
６
６
３
年
に
朝
鮮
半
島

の
百
済
が
唐
・
新
羅
の
連
合
軍
に

攻
め
ら
れ
、
百
済
の
支
援
に
向

か
っ
た
日
本
の
軍
勢
は
「
白
村

江
」
の
戦
い
で
大
敗
し
撤
退
し
ま

し
た
。
唐
・
新
羅
の
連
合
軍
が
日

本
へ
攻
め
て
く
る
こ
と
を
恐
れ

た
朝
廷
は
、
太
宰
府
防
衛
の
た
め

に
全
長
１
・
２
㎞
の
土
塁
か
ら
な

る
水
城
を
築
き
、
大
野
山
全
体
に

朝
鮮
式
山
城
の
大
野
山
城
を
築

い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
野
城
市
で
は
こ
の
広
大
な

遺
跡
群
を
つ
な
ぐ
遊
歩
道
を
検

討
し
て
お
り
、
自
然
環
境
に
調
和

し
た
遊
歩
道
整
備
や
地
域
活
性

化
の
取
組
の
参
考
と
す
る
た
め

今
回
の
屋
久
島
訪
問
と
な
っ
た

も
の
で
す
。 

 

当
日
は
突
然
の
豪
雨
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
が
、
一
行
は
ヤ
ク
ス

ギ
ラ
ン
ド
の
50
分
コ
ー
ス
を
つ

ぶ
さ
に
観
察
し
、
遊
歩
道
の
支
柱

に
も
木
材
が
使
わ
れ
る
な
ど
、
自

然
と
調
和
し
た
木
道
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
感
じ
入
っ
て
い
た

よ
う
で
し
た
。 

ウラジロエノキ 

（アサ（ニレ）科） 

屋久島生態系モニタリング 

 
韓
国
の
山
林
庁
職
員 

屋
久
島
を
訪
ね
る 

福
岡
県
大
野
城
市
議
会
が 

ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
を
視
察 

前田所長の説明に耳を傾ける一行 

市議会議員一行 

屋久島北部の植生垂直分布調査(平成 22 年度) 
●標高 1000 ㍍プロット 
 尾根部の急斜面（尾根直下の崖と岩棚）に設定｡樹高15～18㍍､胸

高直径50㌢以上のツガやスギの大径木が保残｡プロット内外には江戸

時代に伐採されたと思われるスギの伐株があり､また風倒によると思わ

れるツガの倒木が多く見られる。局所地形は急な尾根直下の複合斜面

で､平均傾斜 46°､斜面方位は東向き､標高 1070 ～ 1080 ㍍範囲。 

[高木層]スギ・ツガ・アカガシ・ヤマグルマにサカキ・イヌガシが混生。 

[亜高木層]ユズリハ･アカガシが多く、サカキ・ソヨゴ・ウラジロガシが混

生し、個体数は少ないがクロバイ・ヒノキ・ナナカマドなども生育。 

[低木層]サクラツツジ・ハイノキが多く、シキミ･サカキ・ユズリハ・ツガ・ヒ

サカキ・ヒメヒサカキが混生。個体数は少ないがヤマグルマ･スギ・アセ

ビ・ヤマシグレ・アカガシ・ウラジロガシ・マテバシイなども生育。 

[草本層]サクラツツジ・ハイノキ・ホソバコケシノブが多い。個体数は少

ないがツガ・スギ・ヤマグルマの稚樹、ナナカマド・ヒメヒサカキ・アクシ

バモドキ・アオツリバナ・ヒカゲツツジ・ヒメツルアリドオシ・ヤマソテツ・ツ

リシュスラン・オオゴカヨウオウレンなども生育。 

[特徴]ツガ－サクラツツジ群集。高木・亜高木層のツガ･スギ・ヤマグル

マ・アカガシの生育は良いが、樹高 15 ㍍以上のものは風衝被害によ

り樹冠が衰退しつつあり、特にツガは顕著。また、ヤマシグレ・アオツリ

バナ･ヒカゲツツジなどが出現。 

[５年前との比較]ツガ大径木の樹冠が風衝被害により葉の付きが若干

劣ってきたが、スギ大径木の生育は旺盛で、高木層の優占種がツガか

らスギに変化。低木層はハイノキとサクラツツジの生育の良さが目立つ。

一同で記念写真 

 

南
西
諸
島
か
ら
熱
帯
に
分
布

し
、
屋
久
島
・
種
子
島
が
北
限
。
常

緑
高
木
。
屋
久
島
で
は
低
地
で
見

ら
れ
る
。
常
緑
で
葉
は
厚
い
が
少

し
柔
ら
か
く
、
虫
害
や
台
風
害
で

丸
裸
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
春
夏

に
黄
緑
色
の
小
さ
な
花
を
葉
脇
に

多
数
付
け
る
。
果
実
は
黒
色
。 

 

花
期
は
３
～
９
月
。 

屋久島の植物 
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昨
年
の
４
月
、
宮
之
浦
港
で
カ
ラ

フ
ル
な
紙
テ
ー
プ
で
見
送
っ
て
い
た

だ
い
た
光
景
は
、
今
で
も
強
く
脳
裏

に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
４

月
、
再
び
屋
久
島
の
地
で
勤
務
で
き

る
こ
と
と
な
り
、
縁
深
い
も
の
を
感

じ
ま
し
た
。 

 

早
速
、
先
日
、
屋
久
島
環
境
文
化

研
修
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
丸
ご

と
屋
久
島
研
修
講
座
～
里
編
～
」

の
１
日
里
巡
り
ツ
ア
ー
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
屋
久
島
１

周
の
バ
ス
の
旅
、
西
部
地
域
で
は
原

生
的
照
葉
樹
林
の
中
に
ひ
っ
そ
り

と
残
っ
た
炭
焼
き
釜
の
痕
跡
。
永
田

地
区
に
お
い
て
は
地
元
手
料
理
や

田
園
風
景
に
触
れ
る
な
ど
、
屋
久
島

の
新
た
な
発
見
が
あ
り
、
屋
久
島
の

里
の
良
さ
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ

た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

国
有
林
は
今
年
、
一
般
会
計
化

２
年
目
と
な
り
、
正
念
場
を
迎
え
る

時
期
と
な
り
ま
す
。
地
域
や
時
代
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
公
益
重
視

の
管
理
経
営
を
推
進
し
、
森
林
・
林

業
の
再
生
を
目
指
し
て
、
地
域
や
民

有
林
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
、
そ
の

た
め
森
林
共
同
施
業
団
地
な
ど
民

国
連
携
の
取
組
や
新
た
な
木
材
需

要
の
拡
大
を
通
じ
た
循
環
型
社
会

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
大
き
な

課
題
で
す
。 

 

さ
ら
に
、
屋
久
島
は
、
世
界
自
然

遺
産
の
島
と
し
て
注
目
度
が
高
く
、

昨
年
世
界
遺
産
登
録
20
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。
世
界
に
誇
る
か

け
が
え
の
な
い
屋
久
島
の
森
林
生

態
系
が
、
将
来
に
わ
た
り
健
全
な
形

で
引
き
継
が
れ
て
い
く
た
め
の
取

組
と
し
て
、
ア
ブ
ラ
ギ
リ
等
外
来
種

対
策
、
森
林
等
農
林
業
被
害
が
顕

著
な
ヤ
ク
シ
カ
対
策
を
推
進
し
、
生

物
多
様
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
す
。 

 

屋
久
島
も
国
有
林
も
新
た
な
歩

み
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
の
時
期
に
当

地
に
着
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
も

一
つ
の
縁
と
受
け
止
め
、
国
有
林
の

役
割
の
重
み
を
十
分
に
認
識
し
つ

つ
、
気
負
わ
ず
に
淡
々
と
職
責
を
全

う
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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今
、
再
び
屋
久
島
の
地
で 

屋
久
島
森
林
管
理
署
長 

 

樋
口 

浩 

【お知らせ】 

 ヤクタネゴヨウは今や世界で種子島に 300 本、屋久島に 2000 本しか生存しないと推定さ

れ、絶滅が心配される樹木です。今回設定した保護林はこのヤクタネゴヨウ群落を生態系と

して保護していくための森林です。 

 保護林は植生や生態系保護のため通常入林することはできません。また、盗掘や踏み荒らしなどの害が出ないよう保護

すべき種の場所が特定される情報は公表していませんが、希少種となったヤクタネゴヨウの保護の重要性を広く知ってい

ただくために今回現地見学会を開催することとしました。 

【照葉樹林サミットとは】 

照葉樹林サミットは、東アジアに分布する照葉樹林の生物多様性やそれが育んできた文化、照葉樹林の保全と利用に関

する情報交換を通じて、次世代により良い形で引き継ぐことを目的として平成 23 年５月に第１回国際照葉樹林サミットが宮

崎県綾町で開催されました。 

【保護林とは】 

国有林の保護林制度は大正４年（1915 年）に制定され、来年で 100 周年を迎えます。 

全国の国有林の保護林面積は 96 万 5 千㌶で、この中には知床、白神山地、小笠原諸島、屋久島の世界自然遺産地域の

大部分が含まれます。 

直径２㍍近いヤクタネゴヨウ 

瀬切川流域の照葉樹林とヤクタネゴヨウの巨木の森を訪ねる 
『第２回国際照葉樹林サミット in 屋久島』プレイベント 

日  時：平成 26 年５月 25 日（日）９：００～１５：００  

集合場所：瀬切大橋 

参 加 費：５００円 

定  員：１５名 

申込締切：５月 20 日 

申込方法：屋久島町ホームページ 

お問い合わせ：屋久島町役場環境政策課 ☎４２－０１００（内線２８５） 

※歩道が整備されていないため、ある程度山歩きに慣れた方を対象とします。 

 平成 26 年６月６日～８日、「第２回国際照葉樹林サミット in 屋久島」が屋久島で行われます。 

 当サミット実行委員会ではプレイベントとして、林野庁が本年新たに指定したヤクタネゴヨウ自生地

（植物群落保護林）においてヤクタネゴヨウの現地見学会を開催します。 


